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従来の地上観測に加え、航空機観測CONTRAIL(Machida 
et al., 2008）のデータを用いたインパージョン解析を行い、
CO2フラックスの愚通化を行った（Niwaet al., 2012）。
この費量通化により生じたフラックス変化により、大気中の濃
度がどれだけ変化するかを大気輸送実験により求めた。
この結果から、 衛星観測がどれくらいの濃度差 （地上データ
から得られたものと比べて）を倹知すれば、フラックス窓適
化に新たな情報をもたらし得るかf霊祭した。
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